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地域の支援の充実を！！ 

代表 枦木 典子 

梅雨に入り、道端の紫陽花の鮮やかな青紫が映える荒川事務所の周辺です。新学期がスタートして、3 か月が過

ぎようとしていますが、来日した外国にルーツを持つ子どもたちの家族や友人からの相談が、相次いでいます。 

「先週、来日したが、子どもの勉強できる場を探している」「コロナでなかなか入国ができず、やっと入国できるよう

になったが、学ぶ場がない」「ひらがなやカタカナを学習するテキストでよいものはありますか」などの切実でさまざま

な相談が寄せられています。 

東京都は、全国で最も在住外国人の多い自治体で、公立の小学校、中学校、高校に在籍する児童生徒数は増え

続けています。東京都教育委員会令和 4年度学校基本調査では、2015年からの 8年間で約 9千人の外国籍の

児童生徒数増（小学校 7048 人増、中学校 1804 人増、高校 171 人増）となっています。十分な学びの環境がな

く、取り残された状況の子どもたちや家族の方たちが、その声を届けられない状況が生じています。学校でできること、

地域でできること、それぞれが連携、協力し、社会全体で

子どもたちを育てていく視点が、何よりも必要です。 

東京都内でも、どの区に住むかによって、子どもたちの

未来が変わる地域格差の状況があり、現状では、地域の

さまざまな支援団体が、その学びや居場所を支えている実

態があります。1億円の予算をかけ VLP（バーチャル仮想

空間）で日本語指導、不登校支援の場作りなどの行政の

施策が進められようとしていますが、日々、子どもたちに寄

り添い向き合い、継続した取り組みをしている地域への支

援にも行政として、目を向けてほしいと強く願っています。 

……………………………………………………………………………………………………………………………… 

わたしの くに 紹介 ～フィリピン共和国～ 

 今号の表紙は、たぶんかフリースクール荒川校の生徒でフィリピン出身の J さんが

描いてくれた「アギラ（フィリピン イーグル）」です。翼を広げると 2 メートルにも

なるという世界最大級のワシの精悍な表情がとても印象的です。2022 年 4 月からは

1,000 ペソ（約 2,500 円）紙幣のデザインにもなっているフィリピンの国鳥です。

森林伐採や狩猟により数が減り、IUCN（国際自然保護連合）の絶滅危惧種に指定さ

れており、野生では 400 ペアほどしかいません。 

 フィリピン共和国の面積は日本の約 8 割で、7,641 もの島々から成る国です。 

マレー系、中国系、スペイン系、少数民族がおり、言語は 180 以上もあるという多様性に富む国です。フリー

スクールの授業では、「わたしのくに」のポスター発表を行いますが、フィリピン出身の生徒たちは、チョコレ

ートヒルズやマヨン火山、白い砂浜のボラカイなど美しい自然の景色や、シシグやレチョン、レチェ・フラン

といった地元の料理など、様々なフィリピンの姿を紹介してくれます。2022年末現在で日本に住むフィリピン

国籍の人は 298,740人。国別では 4番目に多い数という身近な国ですが、まだまだ知らないことがたくさんあ

りそうです。 

木や動物など、自然のものを描くことが好きという J さんに、次に描いてみたいものは？と尋ねると、「日本

の富士山」と教えてくれました。ちなみに、アギラがお札に描かれていることは、J さんも今回初めて知り、と

ても驚いていました。 

※参考サイト：外務省、フィリピン政府観光省、出入国在留管理庁 ほか 
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３地域フリースクール交流会 

6 月 4 日（日）、東京、横浜、千葉でそれぞれ外国にルーツを

持つ子どもたちを支援するフリースクールを運営している 3 つ

の NPO 団体が集まり、交流会を行いました。 

荒川の事務所に集まったのは、それぞれの地域で学齢を越え

た子どもたちの教育を受ける権利を保障するために活動を続け

てきた団体で、以前から交流がある「認定 NPO 法人多文化共生

教育ネットワークかながわ（ＭＥ－net
ミ ー ネ ッ ト

）」と「NPO 法人多文化

フリースクールちば」のみなさんです。当センターのスタッフ

もあわせて 16 名が集まりました。 

 前半は各団体の概要や各地域の高校入試制度について説明し、後半は参加者がお互いに一番知りたかった 

フリースクールの話をしました。授業時間や使用するテキストなど、カリキュラムは少しずつ異なりますが、

どのスクールでも概ね 1 年弱という短い期間で生徒達は高校進学をしていきます。また、日本語力にばらつき

がある学齢超過の生徒達のグループ指導の難しさには、参加者がお互いに頷きあうなど、高校進学につなげる

過程の難しさは皆さんに共通する実感のようでした。特に、日本語の授業では、日本語で日記を書く指導や詩

の暗唱を行うなど、生徒達の日本語力を高めるために工夫を重ねている様子がわかりました。 

千葉のスクールではアフガニスタン出身者が約半数を占めており、ダリー語の翻訳などに助成金を活用して

いること、また、9年間の教育を修了した証明が発行されていても、実態は教育を受ける環境がなかった生徒の

存在など地域の特性があることの他、千葉市にある教室に、銚子市など遠方から通う生徒もおり、交通費助成

のためにクラウドファンディングに挑戦したなどの話がありました。 

横浜のスクールでは日本国籍の生徒が海外帰国生徒の特別入試

を受験できるように何度も教育委員会に要請をする等、制度の狭

間にいる生徒に寄り添った活動を共有していただいた他、高校生

等の若者支援や高校での支援等、フリースクール以外の幅広い活

動についての話もありました。 

 教材やカリキュラムのことなど、お互いに詳しく知りたいこと

は尽きず、3 時間という会議の時間はあっという間に過ぎまし

た。今後も交流の機会を設け、よりよい支援につなげていこうと

確認し、閉会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

多文化フリースクールちば 

・運営：NPO法人多文化フリースクールちば 

・2014 年 4月～ 

・活動場所：千葉中央コミュニティセンター  

・2022 年度生徒数：33名 

 

たぶんかフリースクールよこはま 

・運営：認定 NPO 法人多文化共生教育ネット 

ワークかながわ（ＭＥ－net） 

・2009年 4月～（法人は 1998年活動開始） 

・活動場所：横浜市浦舟複合福祉複合施設 

・2022 年度生徒数：20名 



日本語を母語としない親子のための 

高校進学ガイダンス（文京会場） 

7 月 2 日(日)に東洋大学白山キャンパスで「日本語を母語としない親子

のための多言語高校進学ガイダンス」を行いました。 

今回は、新型コロナウイルス感染症の感染予防策が緩和されたことを受け、事前の予約なしで参加できる形

式を取りました。当日、会場には 63 家族 136 名の相談者が訪れ（表 1）、見学者や運営スタッフを合わせると

200名近くが集まりました。相談者にルーツのある国・地域は13か所におよび、中国語、ネパール語、英語、

タイ語の 4 言語での通訳の他に、やさしい日本語で説明を受けられるブースを設けて対応しました。昨年度、

予約制で実施した文京ガイダンスの相談者数は 38 名（保護者等を入れて計 77 名）でしたが、今年度は約２倍

の相談者数でした。ガイダンスは、高校進学への情報取得を求める人たちにとって、とても重要な役割を果た

しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場では、高校の種類や入試スケジュール、出願ま

でに準備するもの等についての全体説明を行った後、

高校に進学した先輩から受験体験談を報告してもらう

時間がありました。 

先輩たちは、受験に向けて取り組んだことや高校生

活で気をつけたいこと等を、後輩へのアドバイスとし

て熱意をもって話し、来場者から直に質問を受ける先

輩コーナーでは、積極的に相談に応じてくれました。協力してくれた先輩たちは「自分の経験を役立てられて

よかった」と、とても充実した表情をしていて、彼らにとっても貴重な機会になりました。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

◎今後のガイダンスに関する最新のスケジュールや高校入試に関する情報は、当センターや進学ガイダンスの

ウェブサイトで見ることができます。ぜひご活用ください。 

「日本語を母語としない親子のための多言語高校進学ガイド」は、日本語・英語・中国語で作成され、無料で

ダウンロードすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後のガイダンスの開催予定 

それぞれ、予約が必要です。 

・7 月 23 日（日）＠大田区（都立六郷工科高校） 

    問合せ：一般社団法人レガートおおた 

・9月 17日（日）＠八王子市（八王子市学園都市センター） 

    問合せ：NPO 法人八王子国際協会 

◆ ウェブサイト「多言語高校進学ガイダンス in Tokyo」 

http://www.tokyoguidance.com/ 
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来場者からの質問に 

親身になって答える先輩たち 

〔表 1〕 

参加人数・家族 136 名(生徒 63 名、保護者等 73 名) 

63 家族 

ルーツのある

国・地域 

中国、ネパール、モンゴル、イエ

メン、トルコ、ウクライナ、フィ

リピン、ウズベキスタン、タイ、

香港、ミャンマー、ロシア、日本 

 

全体説明の様子 



  

 

 

 

6 月 30 日（金）、恒例

となったスポーツ大会を株式会社セールスフォース・ジャパン（以

下 Salesforce）のご協力を得て行いました。 

 コロナ禍が終わり、制限なくスポーツをする時間が持てるのは 4

年ぶり。この間、スポーツをする機会がまったくなかった生徒や国

の状況が安定せず球技の経験がほとんどない生徒もいて、準備段階

では例年よりも体を動かすことに対して苦手意識を持つ生徒が多い

ように感じました。 

 当日はフリースクールの生徒 15 名、Salesforce の社員ボランテ

ィア 8名、スタッフや先生合わせて総勢 31名が台東リバーサイドスポーツセンタ―に集い、ラケットリレーや

バスケットボール、バドミントンをしました。 

 まず初めはアイスブレイクを兼ねて、全員でラケットリレー。2 人 1 組になって、バドミントンのラケット

にビーチボールを挟んで、2 つのチームに分かれて競争します。社員のみなさんからの朗らかな声援に助けら

れ、1 戦目では硬かった体や表情も 2 戦目ではほぐれていき、少しず

つ笑顔が増えてチームメイトにかける声も大きくなっていきます。 

 その後はバスケットボールとバドミントンに分かれました。バスケ

ットボールグループでは、プロの選手になりたいと毎日練習を重ねて

いる生徒が大活躍！普段は口数の少ない彼らが美しいフォームで次々

とシュートを決めていく姿に先生方もほれぼれしています。母国の大

会で入賞したことがあると話してくれたモンゴルの生徒はしっかりと

したディフェンスで相手のボールをカットしていきます。何度かチー

ムを編成しなおしながら時間いっぱいに体を動かしました。 

 バドミントングループはゆっくりとウォーミングアップしたのちに

ダブルスの試合を楽しみました。久しぶりにバドミントンをする生徒

もいて、なかなかラケットとシャトルの距離感がつかめません。空振

りしても笑い、当たっても笑い、明るい声がはじけます。先生ペアに

試合を挑む生徒もいました。教室で見る先生とは違いぎこちなくラケ

ットを振る先生の姿を見てより一層親しみを感じたかもしれません。 

 大会終了後の参加者は、

疲れながらも充実した良い

顔をしていました。

Salesforceのみなさん、生徒

の思い出に残る素晴らしい

時間をありがとうございま

した。 

スポーツ大会 
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ラケットリレー 

かっこいいジャンプシュートを

しました。（A くん） 

私はバドミントンを連続 30回でした。

みんな驚きました。私も驚きました。 

（Tくん） 

じゃんけん！ 
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たぶんかフリースクール杉並校 

杉並校には、１クラス 7 名の生徒がいます。国籍も中国、モンゴル、バングラデシュ、ネパール、

ミャンマー、日本と様々です。 

授業は朝 10 時に始まりますが、9 時には何人か登校して来て、自習をしています。漢字や日本語の

文法、数学の課題に取り組んでいる生徒もいますし、日本語能力試験の練習問題を解いている生徒も

います。それぞれ目標を決めて、勉強しています。 

生徒同士の仲も良く、お昼ご飯を一緒に食べたりふざけ合ったりしている姿を見ると、こちらも心

が和みます。ある日の授業で、教科書の本文を、写真を見せながら発表する活動をしました。一人ず

つ発表が終わるたびに「すごい！」「じょうず！」という声が上がって、自然と拍手をしてくれまし

た。お互いに励まし褒め合って、クラスの雰囲気がふぁっと優しく明るくなりました。 

クラスには埼玉県や千葉県から通学する生徒もい

て、来年、高校の入学試験を受ける時は、自治体によ

って異なる試験制度に合わせて、それぞれがいろいろ

な勉強を頑張っていかなければなりません。でも、今

のクラスの雰囲気であれば、みんなお互いに助け合っ

たり応援し合ったりして、自分の目標を達成してくれ

ると信じています。    

 【講師 木谷直之】 

たぶんかフリースクール荒川校 

２０２３年度の荒川校は２クラス１６名でスタートしました。ルーツは中国、フィリピン、ミャンマ

ー、アフガニスタン、ネパール、タイ、ニカラグアの７か国です。スタート時にこれだけの人数がそろ

うとにぎやかでうれしいのですが、同時に 1 クラス 8 名は教室に入れる人数の限界に近づいています。

1 部屋をパーティションで２教室に分けていますが、エアコンが１台のため、扇風機をいくつも置いて

います。生徒たちは暑さにも負けず元気に通って来てくれています。 

先日、授業で「今までで一番困ったこと」という作文を書いてもらいました。ある生徒は来日前のこ

とを書いていました。「私が今までで一番困ったことは、他の人と一緒に交流することです。国に住んで

いる時、学校の時以外はずっと家にいました。遊びに来てくれる人もいないし、一緒に遊びに行こうと

言ってくれる人もいないので、話をするのが少なくなって、緊張してしまいます。」と。コロナ禍の３年

間で教育環境が大きく変化したことを実感しました。またある生徒は、来日後、日本語が話せなかった

事に困難を抱えていたようですが、「日本人たちは僕の言葉をちゃんと聞いて、まちがう時も笑わなかっ

たからとてもよかったです。」と書いていました。 

今年度も皆でたくさん言葉を間違えながら、緊張せずに交流し合える１年にしていきたいです。 

【講師 加藤千秋】 
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【協働事業     ➀】 荒川区立小中学校：ハートフル日本語適応指導事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【協働事業     ➁】 都立高校：多文化共生スクールサポートセンター事業 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒数名ずつで始まった新年度、4 月後半、5 月、6 月と、新しい生徒がどんどん増え、午前中の通室

による初期指導が 10 名、夕方の補充学習が 9 名と、にぎやかになりました。出身は 7 か国にわたり、ネ

パール人が約半数を占めます。日本語はまったくゼロという生徒からある程度話せる生徒までまちまち

で、グループ分けに頭を悩ませながら学習を進めています。初めは表情が硬かった新入室者たちですが、

他の生徒と交流するうちに笑い声が聞こえるようになり、しりとりで盛り上がったり、競い合うように漢

字テストに取り組んだり、時にはちょっとふざけたりしています。また、日本語の上達に伴って、必要な

ことを少しずつ伝えられるようになり、学校での様子を話してくれるようにもなりました。 

形容詞を学習したのち、「わたしの国／町」のポスタ

ー発表に取り組みます。自分の国や町を紹介する原稿を

作り、なるべく暗記して臨みます。忘れてしまって原稿

をチラ見しながらの生徒もいますが、みんなの前で 2、

3 分発表します。質疑応答の時間もあります。日本語初

心者ばかりのハートフルでは、それほど恥かしがらずに

話せます。まとまった話ができた、質問に答えられたと

いう自信が、学校でも臆することなく日本語でコミュニ

ケーションする勇気につながってほしいと期待していま

す。              【講師 泉博子】 

都立高校に在籍する外国ルーツの生徒を支援するコーディネーターとしての仕事も早いもので４年目と

なりました。最初の３年間は東京都教育委員会との協働事業という形でしたが、今年度からは公益財団法

人東京都教育支援機構（ＴＥＰＲＯ
テ ィ ー プ ロ

）との協働事業に変わり、ようやく新しい形での支援業務が動き出し

たところです。多文化共生センター東京では全日制の在京枠校のうち 5 校（竹台・南葛飾・飛鳥・杉並総

合・国際）のほか、昼夜間定時制高校の荻窪高校における支援を担当しています。 

少しずつ体制が整ってきているとは言え、生徒が受けられる支援の内容は学校によって異なるのが現状

です。国語や社会、理科を取り出しで学べる学校、「日本語」が卒業単位として認定される学校、「特別の

教育課程」による日本語指導を始めた学校、外国人生徒特有の課題を踏まえた進路指導を丁寧に行ってい

る学校など様々ですが、これら学校間の格差をなくし、どの学校でも一定の支援を受けられるよう環境を

整えるのが私たちのミッションと考え、日々調整に駆け回っています。 

もうすぐ夏の日本語能力試験（ＪＬＰＴ）の試

験日、そして期末考査です。放課後にはサポータ

ーと熱心に勉強する姿が見られます。そんな中、

「夏休みは国に帰ります！」という声もちらほら

聞こえてきます。みんな、夏休み中もしっかり勉

強して、日本語を忘れないようにね！ 

【多文化共生スクールサポートコーディネーター  

坂本昌代】 

         ↑高校でのグループ学習の様子 
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土曜日のボランティア教室では、9 名のコアメンバーさんが交代で 

学習者とボランティアをマッチング＊1 して当日の運営を担当するほか、

毎月のミーティングで今後の方向性を検討するなど、中心的な役割を担

っています。コアメンバーから本田さんに報告をしていただきました。 

---------------------------------------------------------- 

マッチングの担当になると、二日前の木曜からそわそわする。申し込

み者の一覧表が送られてくるからだ。学習者とボランティア一人一人の顔を思い浮かべながら、組合せを考え

ていく。来日して日が浅い学習者 A さんには日本語教師の資格があるボランティア P さんを、数学を勉強した

い B さんには理数系科目オーケーの Q さんを、たくさん会話したい大人の学習者 Cさんには経験豊富な R さん

とボランティア初めての S さんと三人の組合せ…といった具合。 

ボランティアが終わった後の振り返り＊２の時間も楽しい。休憩も取らず

に勉強した Xさんの集中力にはみんなで感心し、学校があまり楽しくないら

しい Yさんのことはみんなで心配する。小学校低学年の子どもたちが集まっ

てゲームをして盛り上がったのには、みんな嬉しくなって笑顔が溢れる。 

コロナ禍の間に対面でのコミュニケーションが苦手になってしまった人が

大勢いると聞いた。そんなときに大切なのが、さまざまな年齢の人たちが集

まる場、学校でも職場でもない場なのだそうだ。土曜の学習支援教室は、ま

さにそんな場ではないかと思う。      【ボランティア 本田恵理】 

*１ 土曜の学習支援教室に申し込みがあった学習者とボランティアを組合せること 

*２ その日の活動で気付いたことなどを、ボランティアの間でシェアすること 

 

 

 

……………………………………………………………………………… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の放課後教室は、これまでの週二回から金曜日のみの活動へ

と変わりました。回数は減りましたが、10 名前後の生徒が毎回熱心

に通ってきています。一緒に活動している東洋大学の学生さんは 14

名で、中国ルーツの学生も複数参加してくれていて心強いです。3 月

に行ったスポーツレクリエーションの様子を大学生から報告します。 

３月に行われたレクリエーションでは、バスケやバドミントン、ドッジボールなどのスポーツを通じて、

生徒たちと距離を縮めることができました。生徒同士でも積極的にコミュニケーションをとる姿を見るこ

とができ、嬉しく思いました。勉強中は見ることができない生徒の一面や楽しんでいる姿を見ることで、

私たち自身もやりがいを感じました。今後も生徒たちが楽しく活動できるイベントを開催していきたいと

考えております。                               【4 年 住山岬】 

7月からボランティア教室が変わります！ 

▷ 対面教室に参加するときは、直接教室に来てください。事前の申し込みは不要になりました。 

▷ オンライン教室は月 2 回、これまでどおり水曜日 18 時までに申し込みをしてください。 

 

３月末に行ったレクでは、普段学習している教室とい

う環境を飛び出し東洋大学の「体育館」で子どもたち

と楽しく身体を動かしました。スポーツを通じて子ど

もたちの元気な姿やたくさんの笑顔を見ることができ

ました。また、いつも以上に活発なコミュニケーショ

ンが取れたことで、改めてやりがいを感じることがで

きました。今後も子どもたちの過ごしやすい環境のた

めに努めていきたいです。   【4年 番場瑛二郎】 
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4 月から、新しいインターンが 2 名入りました。たぶんかフリースクールの卒業生で、現在は大学生の藤本

さんと林さんです。生徒達のよき先輩として、また、それぞれ英語・タガログ語と中国語の力を生かして活躍

しています。 

私は中国の中学校を卒業し

てから日本に来ました。当時

来日したばかりの自分は、日

本の学校に進学しようと思い

ましたが、情報をどこでもら

うのか、何の準備をするのか 

まったく知らず、2 か月ぐら

いの時間が無駄になってしまいました。その後、日

本語学校に 3 か月ぐらい通い、日本語の勉強をしま

した。12 月の時、都庁の在京資格審査＊をする所

で、加藤先生と出会いました。その時から、たぶん

かフリースタールの存在を知り、翌年の 1 月、ここ

で勉強を始めました。日本語学校とは違い、周りの

学生は全て同じ年、同じ目標を持っている人たちで

す。しかし、その時はちょうど入試の時期でした

が、自分はかなり遅い時期にフリースクールに入校

したので、高校に行けるかどうかは心配しました。

なので、多くの時間を使って先生たちと一生懸命入

試の練習をしました。幸いなことに、入試に無事に

合格しました。たぶんかの学習生活はとても短いで

したけど、ここで先生たちや友だちとの出会いは最

高の思い出になります。 

現在は大学 2 年生で、たぶんかでインターンの一

員として仕事をしています。ここで同じように日本

の高校へ進学したい、また日本での生活や言葉など

に困っている後輩たちに自分の経験や知識を活か

し、彼らに教えてあげたいと思います。将来は先生 

になりたいと考え

ていますので、イ

ンターンを通して

より多くの知識と

経験を得たいと思

います。 

【インターン 林 斌】 

＊都立高校の在京外国人

生徒対象の特別入試受験

にあたり、事前に受験資

格の確認が行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィリピンで生ま

れ育ち、15 年間フ

ィリピンに住んで

いました。来日し 

た時は、自己紹介くらいの日本語しか喋れませんで

した。読み書きもひらがなとカタカナだけだったの

で、日本の都立高校に進学をしたい私は、「失敗し

たかな…」と迷いました。 

その時に、中学校の先生に「たぶんかフリースク

ール」を紹介してもらいました。そこで、１年間く

らい、日本語の勉強、高校進学の勉強を一生懸命

し、色々な国から来た友達もできました。その努力

と、両親の支援と、先生方のおかげで、第一希望の

高校に受かりました。入試結果が分かった時は、今

でも忘れられません。合格者一覧に私の受験番号が

見つかりましたら、涙が止まりませんでした。 

高校に入学できたからと言って努力を怠るわけに

はいきません。高校では、さまざまなアカデミック

コンテスト、スピーチコンテスト、ボランティア活

動に友達と参加しながら、日本語の勉強を続けまし

た。そして、あっという間に、高校を卒業しまし

た。 

今は、大学の総合グローバル学部で、アジア研究

を専攻し、国際政治論を副専攻するつもりです。課

外活動も積極的に行い、東南アジアの文化交流を促

進しながら、ミャンマーの避難民のために募金活動

を行なっているサークルの代表になりました。そし

て、多文化共生センター東京でインターンし、私の

ように日本語と高校進学の勉強をしている生徒たち

を支援することは、かけがえのない経験になると思

います。        【インターン 藤本 マキシンルイス】 

藤本マキシンルイスさん 林斌さん 

インターン 
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